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★５３０運動を行いました

最近のトピックス

お知らせ

★「伊勢湾流域圏一斉モニタリング」の参加者を募集します

５月８日、六条潟の現場視察を行いました。愛知県のアサリの漁獲量は全国一位、全国シェアの約５６．６％
（平成２３年）を占めています。それを支えているのは、豊川河口一帯に広がる「六条潟」です。

六条潟は、三河湾内で発生したアサリの幼生が着底し、稚貝が大発生することから「奇跡の干潟」と呼ばれ
ており、その発生密度は他に例を見ないほど高く、年間約４，０００ｔものアサリの稚貝が採捕され、県下の漁場
に供給されています。

★六条潟の現場視察を行いました

★六条潟の現場視察を行いました

～ 注 意 ～
六条潟は愛知県漁業調整規則において「アサリの採捕禁止区域」
になっています。

また、干潟への進入路である堤防道路は海岸堤防耐震化工事の
ため立入禁止となっています。

※５月８日データ 干潮：１３時１４分 潮位－８ｃｍ

最近のトピックス

六条潟は、昨年８月末に、苦潮の影響
を受け、アサリが全滅するなどの壊滅的
な被害を受けましたが、そっと手で砂を
すくってみると、砂の中に１～２㎜程のア
サリの稚貝をたくさん確認することがで
きました。

干潟は多様な生物の生息基盤として
だけでなく、そこに息づく二枚貝等による
水質浄化機能が期待されています。

★御津臨海企業懇話会が開催されました

★韓国環境政策評価研究院一行が三河湾を視察されました

干潟に生息していたアサリの稚貝

当日の六条潟の様子

Mini-WANとは
港や海に関連する新鮮な話題を中心に、地元の皆さんとのつながりを
大切にする広報誌です。



★御津臨海企業懇話会が開催されました

５月１５日に豊川市御津生涯学習会館（愛知県豊川市）にて、「御津臨海企業懇話会」の平成２４度
定期総会（事務局：豊川市）が開催されました。 今回の定期総会では新たに２社が加わり、３６社と
なったことや事業計画が了承されました。

引き続き開催された第２回研修会では、
「三河港地震・津波対策について」（講師：当
事務所宮田所長）、「東日本大震災を踏まえ
た豊川市の防災対策について」（講師：豊川
市消防本部防災対策課）の講演後、「今後の
防災対策の取り組み防災対策ステップ１」を
テーマとした全体討議が行われました。

全体討議では参加者から活発な議論がな
され、今年７月に地区内の一部の会員を対
象として、大規模地震や津波を想定した消防
訓練を実施することが提案され、ソフト対策
を強力に進めるとともに、地区内の既存道路
の冠水防止や新規臨港道路整備等のハー
ド対策を併せ行うことにより地区全体の防災
力を向上させることを確認しました。

５月１８日、韓国環境政策評価研究院の職員他６名が、来庁されました。

隣国の韓国でも環境改善に向けた取り組みを行っており、その先進的事例として、海域環境創造事業
（シーブルー事業）により造成された三河湾沿岸の人工干潟を視察されました。

海域環境創造事業（シーブルー事業）は、
三河湾の水質・底質を改善するため、愛知
県と国土交通省が連携し、平成１１年度か
ら１６年度にかけて、中山水道航路の浚渫
砂を有効利用した、干潟・浅場造成及び覆
砂を実施したものです。

湾内に造成された干潟・浅場の面積約
６２０ｈａは、世界的にも類をみない大規模
な自然再生事業となり、造成した多くの干
潟・浅場では二枚貝の増加などが確認され
ており、国内外から注目されています。

★韓国環境政策評価研究院一行が三河湾を視察されました

★５３０運動を行いました

５月３１日にお昼の休憩時間を利用して５３０運動を実施しました。
３０分程のゴミ拾いでしたが、小さな物は空き缶から、大きな物は自
転車のサドル（！？）まで、思いの外たくさんのゴミが集まり、大変
驚きました。豊橋市全体が町の美化に取り組む中で、
こういったゴミを捨てる人がいることに切なさを
感じるとともに、モラル向上の必要性を強く感じ
ました。 豊橋市は５３０運動発祥の地です。

皆で力を合わせ、町の美化に取り組みましょう！

干潟を観察される視察団の方々

講演に熱心に耳を傾ける企業の担当者

回収したゴミ （ゴミ袋約１０個）

※覆砂（ふくさ）とは、悪化した底質を砂で覆うことにより、
栄養塩の海中への溶出を抑制し、水質・底質の改善を
図るものです。
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●全国どこからでも、この電話番号で最寄りの『海とみなとの相談窓口』につながります。

お ー い に よ く な れ み な と

０１２０－４９７－３７０

受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

「海とみなとの相談窓口」 全国共通フリーダイヤル 国土交通省中部地方整備局
三 河 港 湾 事 務 所

〒441-8075 愛知県豊橋市神野ふ頭町1番地1
TEL(0532)32-3251 FAX(0532)32-5049

衣 浦 港 事 務 所

〒475-0831 愛知県半田市11号地2番地
TEL(0569)21-2311 FAX(0569)21-2312

WEB http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp
E-mail info-mikawa@pa.cbr.mlit.go.jp

お 知 ら せ

「伊勢湾流域圏一斉モニタリング」の参加者を募集します。

伊勢湾再生推進会議では、この夏、「伊勢湾流域圏一斉モニタリング」を行います。

「伊勢湾流域圏一斉モニタリング」は、平成２０年度より実施しており、海の水質が悪くなりやすい夏の時期
に、市民の皆様や自治体などとともに、一斉に川や海のモニタリング調査（水質等調査）を行うことにより、
伊勢湾流域圏全体の水環境の状態を知ることができます。
美しく豊かな伊勢湾を再生するため、 伊勢湾流域圏で活動されるみなさんのご参加を、お願いいたします。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 募集期間 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
平成２４年６月１日（金）～６月２９日（金）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊ モニタリング期間 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊
平成２４年７月２５日(水)～８月１０日（金）

お申し込み・問い合わせ先

〒455-8545 愛知県名古屋市港区築地町2番地
国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課
伊勢湾再生推進会議 一斉モニタリング担当 住田
電話 052-651-6470
FAX 052-659-0385

※伊勢湾流域圏とは、伊勢湾と伊勢湾に流れ込む河川の集水域と
なっている地域の事です（右の図の水色および緑色で示した部分）

※伊勢湾再生推進会議構成団体

国土交通省・海上保安庁・内閣府内閣官房地域活性化統合事務
局・農林水産省・林野庁・水産庁・経済産業省・環境省・岐阜県・愛
知県・三重県・名古屋市・名古屋港管理組合・四日市港管理組合

※みなさんからご報告頂いた結果は、伊勢湾再生推進会議で集
計・分析し、ご協力頂いたみなさんにお知らせするとともに、伊勢湾
再生ホームページなどで公開します。

詳しくはこちらをご覧下さい。
http://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/sai_ise/b_issei.htm


